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２０２５（令和７）年度 日本文理大学 入学試験問題
一般選抜【大学入学共通テスト併用型入試 １期】



問１

⑴ ある集団について調査したところ、次のア～エがわかった。この内容から確実にいえることは

何か。【選択肢】①～⑤のうち１つ選んで番号を【 】に書きなさい。

ア 英語を話せる人は映画が好きである。

イ ピアノがひける人は芝居が好きで、かつ英語も話せる。

ウ バイクの運転ができない人や映画が好きな人は料理が得意である。

エ 芝居が好きな人はバイクの運転ができる。

【選択肢】

① 映画が好きでない人はバイクの運転ができる。

② 料理が得意でない人はピアノがひけない。

③ ピアノがひける人は料理が得意である。

④ バイクの運転ができる人は芝居が好きである。

⑤ 芝居が好きな人は英語を話せる。 【 】

⑵ 大分を「５Ａ、５Ａ、２Ａ、１Ｄ」、札幌を「１Ｃ、３Ｄ、＄、５Ｆ、？、５Ｉ」、鹿児島を「１Ｂ、

５Ｂ、＃、２Ｃ、１Ｇ」と表せるとき、「４Ｆ、＃、３Ｄ、＄、３Ｆ、？、５Ａ、３Ｊ、４Ｃ、

３Ｊ」で表されるものがある都道府県はどこか。その都道府県名を【 】に書きなさい。

【 】

⑶ ４枚のカードがあり、それぞれ片面にはアルファベットが、もう片面には数字が書かれている。

現在、上図のように「Ａ」、「Ｂ」、「６」、「９」が見えている状態である。

ここまでは確認済みとするとき、「片面が母音ならば、そのカードのもう一方の面は偶数でな

ければならない」というルールが成立しているかどうかを調べたい。

このルールを確認するには、各カードについて「調べる」または「調べない」のいずれかを【 】

に書きなさい。ただし、調べるカードは最小限の枚数とする。

Ａのカードを「調べる」または「調べない」 【 】

Ｂのカードを「調べる」または「調べない」 【 】

６のカードを「調べる」または「調べない」 【 】

９のカードを「調べる」または「調べない」 【 】



資料：厚生労働省「平成２７年都道府県別生命表」

⑷ ２つの空港Ａ、Ｂがある。

あなたは、飛行機でAを出発してＡ、Ｂ間を往復する。

Ａ、Ｂ間が「無風」のときとくらべて、「AからBへ常に風が吹いている」とき、飛行機の往

復時間はどうなるか、【選択肢】①～③のうち１つ選んで番号を【 】に書きなさい。

なお、飛行機のエンジン回転数や風速は一定とする。

【選択肢】

① 変わらない

② 無風のときより長くなる

③ 無風のときより短くなる 【 】

⑸ 次の幹葉図は、２０１５年の「女性の都道府県別平均寿命」の小数第２位以下を切り捨てた値を、

気象庁の区分けを使って東日本と西日本に分けて表したものである。

ここで、例えば、８６｜２は８６．２を表している。

ａ 東日本の平均寿命の中央値として、最も適切なものを【選択肢】から１つ選んで番号を【 】

に書きなさい。

【選択肢】

① ８６．５年

② ８６．６年

③ ８６．７年

④ ８６．８年

⑤ ８６．９年 【 】



ｂ 前ページの幹葉図から読み取れることとして、次のア、イ、ウの意見があった。幹葉図か

ら読み取れる意見には○を、幹葉図から読み取れない意見には×をつけるとき、その組み

合わせとして最も適切なものを【選択肢】から１つ選んで番号を【 】に書きなさい。

ア 平均寿命の範囲は、東日本の方が西日本より大きい。

イ 平均寿命の最大値は、東日本の方が西日本より大きい。

ウ 平均寿命が８７．２年以上の都道府県の割合は、東日本、西日本ともに１３以上である。

【選択肢】

① ア：○ イ：○ ウ：○

② ア：○ イ：○ ウ：×

③ ア：○ イ：× ウ：○

④ ア：○ イ：× ウ：×

⑤ ア：× イ：○ ウ：○ 【 】



回答者 学年 性別
１日の

スマートフォン
利用時間（時間）

主な利用目的
スマートフォン
利用による

睡眠不足を感じるか
平日の学習時間
（時間）

１ ３ 女 ４ SNS はい ２

２ ３ 男 ７ ゲーム はい １

３ ２ 女 ３ 動画視聴 いいえ ３

４ ２ 男 ５ SNS はい １．５

５ ３ 女 ６ 音楽 はい ０．５

６ １ 男 ２ 学習 いいえ ４

７ ２ 女 ８ ゲーム はい ０

８ １ 女 ４ SNS いいえ ２．５

９ ３ 男 ５ 動画視聴 はい １

１０ ２ 男 ６ ゲーム はい ０．５

１１ １ 女 ３ SNS いいえ ３．５

１２ ３ 女 ７ 動画視聴 はい １．５

１３ ２ 男 ４ 学習 いいえ ２

１４ １ 男 ５ ゲーム はい １

１５ ３ 女 ６ SNS はい ０

１６ ２ 女 ４ 動画視聴 いいえ ２．５

１７ １ 男 ３ 学習 いいえ ３

１８ ３ 男 ７ ゲーム はい ０．５

１９ ２ 女 ５ SNS はい １．５

２０ １ 女 ４ 音楽 いいえ ２

問２
ある高校で、生徒のスマートフォン利用状況と学習時間に関するアンケート調査を実施したとこ
ろ、２０人の生徒から以下の回答を得た。このデータを分析して、生徒のスマートフォン利用状況
と学習時間に関する実態を明らかにし、今後の学校生活の改善に活かしたい。分析に関して、以
下の問いに答えよ。

⑴ 回答者の生徒全体の１日のスマートフォン利用時間の平均値、最頻値を求めよ。（ただし、平
均値は小数点以下第２位以下を四捨五入して求めよ。）

平均値（ ）時間
最頻値（ ）時間
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時間区分

人
数
（
人
）

主な利用目的 睡眠不足を感じる（はい） 睡眠不足を感じる（いいえ） 合計

SNS

ゲーム

動画視聴

学習

音楽

合計

⑵ １日のスマートフォン利用時間を以下の４つの区分に分けたとき、それぞれの区分に該当する
人数を求めよ。

３時間未満：（ ）人
３時間以上５時間未満：（ ）人
５時間以上７時間未満：（ ）人
７時間以上：（ ）人

⑶ ⑵で求めた区分ごとの人数を棒グラフで図示せよ。

⑷ スマートフォンの主な利用目的と、スマートフォン利用による睡眠不足を感じるかどうかの関
係性を分析するために、利用目的別スマートフォン利用による睡眠不足を感じるかどうかにつ
いての度数を入れ、表を完成させよ。
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⑸ ⑷で作成した表から、スマートフォンの主な利用目的と睡眠不足の感じ方について、どのよう
な傾向が見られるか考察せよ。具体的に記述せよ。

⑹ １日のスマートフォン利用時間と平日の学習時間の関係性について考察したい。散布図を作成
し、その特徴を述べよ。

●散布図

●特徴



⑺ このアンケート調査とこれまでの設問の回答から、総合的な分析結果のまとめとして、どのよ
うなことが言えるか。また、分析結果を踏まえて、生徒のスマートフォン利用と学習習慣につ
いて、学校や生徒自身に対してどのような提案ができるか、具体的に論ぜよ。
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引用：RESAS（地域経済分析システム）
【出典】総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」

問３

このグラフは、大分県津久見市の人口推移を１９８０年から将来予測の２０４５年まで示したものであ

る。図中の各人口は以下のように定義される。

総人口：その地域に居住するすべての人の合計

年少人口：０歳から１４歳までの人口

生産年齢人口：１５歳から６４歳までの、労働力の中心となる年齢層の人口

老年人口：６５歳以上の人口

以下のグラフはこの定義に基づき、津久見市の総人口、年少人口、生産年齢人口、老年人口の推

移を表している。このグラフに関して、以下の問いに答えよ。

⑴ ２０２０年における津久見市の老年人口は何人であるか。最も近い数値をグラフから読み取り、答

えよ。

約（ ）人



⑵ グラフにおいて、年少人口を示す線の形状は、１９９０年代以降、どのような特徴を示している

か。簡潔に説明せよ。

⑶ グラフの形状全体から読み取れる、津久見市の人口構成に関する最も重要な課題は何であると

考えられるか。その課題がグラフのどのような部分に表れているかを具体的に説明せよ。

⑷ このグラフの予測に基づき、今後の津久見市が持続可能な地域社会を維持するために、行政が

取り組むべき具体的な対策を２つ提案せよ。それぞれの対策によって、グラフの示す人口構成

にどのような変化が期待できるか併せて説明せよ。




